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（千
茂
二
十
二
年
六
月
現
在
）

明
治
戊
辰
の
役
よ
り
大
東
亜
戦
争
に
至
る
北
海
道
、
樺
太
関
係
の
国
事
殉
難
者
を
祀
る
。

本
神
社
は
遠
く
明
治
三
十
五
年
五
月
五
日
時
恰
も
日
露
の
風
雲
急
な
る
最
中
に
旧
第
七
師
団
長
大
迫
尚
敏
氏
主
祭
の
下
に
練
兵
場

に
小
祠
を
設
け
北
海
道
に
於
け
る
国
事
殉
難
者
並
開
拓
に
殉
じ
た
屯
田
兵
の
招
魂
祭
典
を
挙
行
し
た
の
に
始
ま
る
。

ぼ
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つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つヽ
た

日
露
戦
争
勃
発
す
る
や
我
が
北
鎮
師
団
は
旅
順
の
功
撃
奉
天
の
大
会
戦
に
参
加
し
、
勇
名
を
謳
は
れ
た
が
、
そ
の
戦
歿
者
は
無
慮

は

じ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
な

四
五
〇
〇
名
に
及
び
戊
辰
、
西
南
、
日
清
の
諸
役
の
戦
歿
英
霊
に
加
え
て
五
〇
〇
〇
柱
に
垂
ん
と
す
る
に
至

っ
た
の
で
こ
こ
に
社

(御英霊の鎮まります御本殿 )



社
殿
と
神
苑

殿
創
建
の
議
が
興
り
、
明
治
四
十
三
年
時
の
第
七
師
団
長
上
原
勇
作
並
北
海
道
長
官
河
島
醇
両
氏
の
発
起
の
下
に
道
内
有
志
の
賛

助
を
得
て
、
現
在
地
に
社
殿
を
建
築
し
之
等
英
霊
を
祀
り
爾
来
毎
年
六
月
五
、
二（
日
を
例
祭
と
定
め
、
師
団
長
、
長
官
交
互
に
祭
主

と
な
り
軍
官
民
挙
げ
て
盛
大
な
祭
典
を
執
行
し
来

っ
た
。

か
く
て
昭
和
時
代
に
入
る
や
境
内
狭
際
を
告
げ
、
社
殿
亦
腐
朽
し
て
本
道
随

一
の
招
魂
場
と
し
て
遺
憾
の
点
妙
か
ら
ざ
る
た
め
、

昭
和
十
年
師
団
長
杉
原
美
代
太
郎
氏
長
官
佐
上
信

一
氏
等
全
道
六
十
八
名
の
要
路
の
人
々
が
発
起
の
下
に
道
内
よ
り
浄
財
を
募
り

あ
ま
ね

よ
く
所
期
の
目
的
を
達
成
し
昭
和
十
年
四
月
二
十
六
日
北
海
道
招
魂
社
と
し
て
内
務
大
臣
よ
り
指
定
さ
れ
神
徳
い
よ
い
よ
遍
く
す

る
に
至

っ
た
。
昭
和
十
四
年
四
月

一
日
官
制
の
改
ま
る
処
に
よ
り
北
海
道
護
国
神
社
と
改
称
し
、
更
に
社
頭
の
整
備
を
進
め
、
弦

に
全
道
の
英
霊
の
総
祀
社
と
し
て
名
実
を
兼
備
す
る
に
至

っ
た
。

ぼ
っ
ば
つ

昭
和
六
年
満
州
事
変
以
来
支
那
事
変
は
も
と
よ
り
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
大
東
亜
戦
争
の
勃
発
す
る
や
、
北
鎮
の
将
兵
は
或

は
極
北
の
ア
ッ
ツ
島
に
或
は
灼
熱
の
大
陸
の
噴
野
に
、
或
は
南
海
の
孤
島
に
、
或
は
洋
上
に
、
大
空
に
勇
躍
征
途
に
上

っ
て
祖
国

防
衛
の
任
に
当
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
最
終
戦
争
た
る
沖
縄
の
玉
砕
に
至
る
ま
で
実
に
五
万
五
千
柱
の
尊
い
身
命
を
祖
国
に
捧

み
や
し
ろ

げ
ら
れ
た
が
、
英
魂
は
永
遠
に
故
郷
の
こ
の
御
社
に
鎮
ま
り
給
う
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
大
東
亜
戦
争
の
終
結
を
見
る
や
占
領
政
策
の
然
ら
し
む
る
処
に
よ
り
神
社
の
存
立
す
ら
危
殆
に
瀕
す
る

し

し

よ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

い

し
　
　

　
　

　
　

　
　

　

と
ど
こ
ほ

悲
運
に
際
会
し
た
が
祀
職
並
関
係
者
命
を
堵
し
て
之
を
護
持
し
祭
祀
遂
に

一
日
も
滞
る
こ
と
な
く
国
家
独
立
の
後
は
道
民
崇
敬
の

至
誠
は
彫
済
と
し
て
興
り
、
そ
の
例
大
祭
の
如
き
は
今
や
全
道
の

一
大
祭
典
と
し
て
盛
大
を
謳
は
る
る
に
至

っ
た
「
然
る
に
終
戦
後

合
祀
す
る
英
霊
は
実
に
戦
前
の
十
二
倍
に
及
び
樺
太
関
係
英
霊
の
合
祀
者
も
数
を
増
し
、
社
殿
の
狭
臨
年
次
そ
の
度
を
加
え
る
に

至

っ
た
の
で
昭
和
三
十
五
年
四
月
造
営
奉
賛
会
を
結
成
し
町
村
金
五
氏

（知
事
）
を
総
裁
に
再
び
全
道
市
町
村
よ
り
浄
財
を
募
り

弦
に
社
殿
の
大
改
築
を
な
し
昭
和
四
十
年
四
月
完
工
し
た
。

そ
の
後
、
廻
廊
屋
根
鋼
板
に
葺
替
、
神
池
の
改
修
、
本
殿
以
下
各
所
の
修
理
総
塗
替
、
更
に
長
年
の
懸
案
で
あ

っ
た
旧
兵
事
記
念

館
を
そ
の
名
も
平
成
館
と
改
め
て
の
大
改
修
を
行

っ
た
。

境
内
の
広
さ
は
約
二
万
坪
原
始
の
巨
木
は
亭
々
と
し
て
天
を
摩
し
、
林
泉
は
北
海
道
、
樺
太
両
池
が
あ
り
、
地
下
三
〇
〇
米
よ
り

す

い
り

ょ
く

吸
上
げ
た
る
真
清
水
を
満
々
と
湛
え
英
霊
に
捧
げ
、
神
苑
に
は
戦
前
各
市
町
村
よ
り
献
ぜ
ら
れ
た
樹
木
は
翠
緑
滴
り
、
そ
の
中
に

た
ん
べ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ま

丹
碧
の
塗
装
を
施
し
た
壮
麗
な
社
殿
が
構
え
ら
れ
て
い
る
。

て
ん

が

社
殿
の
総
坪
数
は
約
五
百
坪
、
典
雅
な
総

「流
れ
造
り
」
に
統

一
さ
れ
緑
に
映
え
、
雪
に
照
り
輝
き
四
季
を
通
じ
て
美
し
い
。

而
も
そ
こ
は
か
と
な
く
漂
う

一
抹
の
憂
愁
感
は
、
や
は
り
こ
の
神
社
の
有
つ
性
格
か
ら
で
あ
ろ
う
か
額
づ
い
て
の
感
慨
は

一
入
に
深
い
。

※
境
内
の
森
林
中
に
は
大
雪
山
系
の
原
生
植
物
が
約
百
四
十
種
許
り
自
生
し

「清
澄
う
つ
ぼ
」
の
如
き
全
国
的
に
も
奇
草
と
い
わ

れ
る
も
の
も
あ
り
、
学
界
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。



皇
室
の
御
崇
敬

戦
前
戦
後
を
通
じ
皇
室
の
御
殊
遇
は
洵
に
驚
き
も
の
を
拝
し
て
い
る
が
、
大
ｉｌｌ
十

一
年
七
月
昭
和
天
皇
皇
太
子
に
ま
し
ま
し
た
時

）
　ヽ
さ

け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ぎ
り
さ
い
し

り
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
■
ひ
と

御
使
を
御
差
遣
の
上
御
代
拝
を
賜
い
昭
和
十

一
年
本
道
行
幸
の
御
硼
祭
祀
料
を
御
奉
納
あ
ら
せ
ら
れ
戦
後
も
高
松
宮
宣
仁
親
王
殿

下
、
一一一笠
宮
崇
仁
親
王
殿
下
、
義
宮
正
仁
親
王
殿
下
、
秩
父
宮
勢
津
子
妃
殿
下
次
々
御
参
拝
あ
ら
せ
ら
れ
、
特
に
昭
和
四
十
二
年

九
月
三
日
昭
和
天
皇
陛
下

・
皇
太
后
陛
下
の
御
参
拝
を
拝
し
て
い
る
。

（尚
昭
和
三
十
八
年
造
営
中
に
あ
た
り
宮
内
庁
よ
り
旧
二
重
橋
御
旧
材
の
御
下
賜
も
項
き
社
殿
前
の
高
欄
と
し
て
設
置
、
光
彩
を

そ
え
て
い
る
。
）

道
民
の
崇
敬

終
戦
後
は
社
頭
の
護
持
は

一
に
奉
賛
会
並
遺
族
の
至
誠
に
よ

っ
て
な
さ
れ
て
い
る
が
、
年
次
各
市
町
村
並
諸
団
体
の
崇
敬
が
昂
ま

り
社
頭
の
参
拝
者
は
四
時
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。

銀
不

曲
（

一
、
例
大
祭
は
六
月
四
日
合
祀
祭
に
始
ま
り
五
、
六
両
日
に
亘
る
が
全
道

よ
り
数
万
の
参
拝
者
を
迎
え
、
旭
川
市
内
は
祭
典
絵
巻

一
色
に
塗
り
つ
ぶ

さ
れ
、
祭
儀
の
規
模
亦
盛
大
に
し
て
厳
粛
荘
厳
を
極
め
る
。

奉
納
行
事
は
各
種
団
体
に
よ
り
市
内
狭
し
と
行
は
れ
る
が
、
中
で
も

一
般

行
事
の
圧
巻
は
北
海
タ
イ
ム
ス
社
主
催
に
か
か
る
北
海
道
音
楽
大
行
進
の

偉
客
壮
観
は
全
国
に
そ
の
比
を
見
な
い
。

二
、
諸
団
体
申
込
の
慰
霊
祭
、
そ
の
他
遺
族
申
込
み
の
命
日
祭
も
毎
日
行

は
れ
て
い
る
。

又
、
人
生
儀
礼
、
諸
祈
願
、
奉
告
、
建
築
、
土
木
、
神
葬
、
霊
祭
等
諸
祭

も
随
時
受
付
を
し
て
い
る
。

大祭奉納 舞楽一 陪朧 (ばいろ)



年

間

主

な

祭

典

境
内
の
施
設

元
旦
祭

元
始
祭

節
分
祭
並

厄
除
大
祈
願
祭

初
午
祭

紀
元
祭

合
祀
祭

慰
霊
大
祭
（第

一
日
）

〃
　

（第
二
日
）

大
祓
式

北
鎮
安
全
神
社
宵
宮
祭

″
　
　
　
例
大
祭

八

月

十

二
一
日
～
十
七
日

月 月 月

上 三 一

旬  日  日

八 八 六 六 六 六 二

月 月
月
月 月 月

月

十九旱六五四主
日 日 日 日 日 日 日

十
　
日

十

五

日

月

〓
一
日

十

一
月
二
十
三
日

十
二
月
二
十
三
日

十
二
月
二
十

一
日

◇
毎

月

五

日

献
灯
み
た
ま
祭

七
五
三
ま
つ
り

明
治
節
祭
並

神
札
頒
布
祭

新
嘗
祭

天
長
祭

大
祓
祭

除
夜
祭

丹
次
祭

十 十 十
一  月 月

北
鎮
安
全
神
社

交
通
を
主
と
し
、
諸
事
の
安
全
災
害
防
除
の
守
護
神
を
祀
り
、
車
を
始
め

諸
事
の
祈
願
祭
を
執
り
行

っ
て
い
る
。

行
幸
啓
記
念
御
歌
碑

世
界
の
平
和
を
こ
い
ね
が
は
れ
、
戦
歿
者
を
慰
め
給
う
両
陛
下
の
大
御
心

を
御
製
御
歌
に
拝
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

御
造
営
記
念
の
碑

昭
和
四
十
年
社
殿
造
営
竣
工
を
記
念
し
て
建
て
た
も
の
、
英
魂
不
滅
の
詩

が
刻
ま
れ
て
い
る
。

慰
霊
の
碑

（北
海
道
連
合
遺
族
会
建
立
）

大
東
亜
戦
争
終
結
二
十
年
を
記
念
し
て
建
て
た
も
の
、
切
々
た
る
遺
族
の

憶
い
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
の
鎮
魂
碑
、
八
九
聯
隊
慰
霊
碑
、
殉
役
軍
馬
の

碑
等
が
あ
る
。

母
の
像

北
海
道
連
合
遺
族
会
青
壮
年
部
発
足
二
十
五
周
年
を
記
念
し
、
母
に
感
謝

の
思
い
を
寄
せ
て
建
立
す
。

平
成
館

（旧
兵
事
記
念
館
）

白
亜
の
殿
堂
と
し
て
、
伝
統
的
な
社
寺
建
築
の
意
匠
を
用
い
た
帝
冠
様
式

で
、
当
時

（昭
和
九
年
）
の
日
本
の
近
代
建
築
に
導
入
さ
れ
た
新
様
式
で

あ
り
、
道
内
に
於
て
も
唯

一
の
歴
史
的

・
文
化
的
建
造
物
と
し
て
貴
重
な

も
の
で
あ
る
。

尚
、
平
成
二
年
改
修
後
は
六
月
の
大
祭
並
に
神
社
特
別
行
事
の
時
、
或
は

平
素
市
民
の
文
化
的
行
事
展
示
会
等
に
開
放
。

北
海
道
護
国
神
社
社
務
所

厭
よ
リ
バ
ス
十
五
２

一品

旭

川

市

花

咲

町
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目
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